
平成２９年度 上戸祭小学校 学校評価書 

 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

 

基本目標：心身ともに健康で日本及び国際社会に貢献できる人間の基礎的な資質を養う。 

＝ 心身ともに健康でたくましく，創造力と実践力に満ちた，心豊かな児童の育成 ＝ 

自分や他人を大切にする子ども 進んで学ぶ子ども たくましく生きる子ども 
 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

 

＝ 合言葉： 「学ぼう 遊ぼう 友だちと」 ＝ 

人間尊重の精神を基盤としたあらゆる教育活動を通して，学校教育目標に掲げた児童の育成を目指す。 

そして，児童が，社会の中で自分の能力を発揮し自己実現できるようになるために，「できなかったことが 

できる，分からなかったことが分かる」ように，児童と教師と学校の power up を図る。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※地域学校園内で共通する方針は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

（１）児童の power up のために，個に応じた指導を充実させるとともに，保護者と連携して家庭学習の習慣

化を図るとともに，社会性の育成を推進する。 

（２）児童の power up を支える教師の power up のために，校内研修を計画的・継続的に実施し，授業力 

の向上を図る。 

（３）教師の power up を支える学校の power up のために，地域や保護者への情報提供と地域の教育力を 

生かした取組の推進を図る。 

 

 

 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※地域学校園内で共通する目標は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

【学校運営】 

・ 未来を見つめ，夢と希望に満ちた学校づくり 

【学習指導】 

・ 認め合い，学び合う学級づくり 

・ 意欲的に学び続ける児童の育成 

【児童生徒指導】 

○ あいさつと言葉遣いを重点とした，望ましい生活習慣と正しい判断力の育成 

・ 互いのよさを認め合い，他人を思いやることのできる児童の育成 

 

【健康（保健安全・食育）・体力】   

・ 友だちと豊かに関わりながら進んで運動に取り組み，健康・体力の向上に励む児童の育成 

  ・ 児童の健康な生活習慣の定着 

―１― 

〔星が丘地域学校園教育ビジョン〕  

「未来を切り拓く豊かな社会性の育成」 



５ 自己評価（評価項目の Aは市共通，Bは学校独自を示す。） 評価の網掛け：本年度重点評価：マニュフェスト  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組に関わる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方 
向 
性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

A１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲気

である。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「私は，今

の学校が好きです」 

⇒児童の肯定的回答 ９８％以上 

 

市共通アンケートの「学校全体

に活気があり，明るくいきいき

とした雰囲気である」 

⇒保護者の肯定的回答 ９８％以上 

・児童主体の魅力ある活動を推進し 
ながら，一人一人のよさを認めるこ 
とで「未来を見つめ夢と希望に満ち 
た学校づくり」と「心身ともに健康 
でたくましく，創造力と実践力に満 
ちた心豊かな児童の育成」に努めま 
す。 
(１)児童会活動や縦割り班活動，各委 

員会が企画・運営する集会・交流 
活動を充実させ，ロング昼休みを 
有効活用するなど，児童主体の魅 
力ある活動を推進します。 

 
(２)日常的に児童の見取りを細かく 
行い，児童一人一人の話をよく聞 
き，声を掛け，よいところを認め， 
伸ばす指導に努めるとともに，職 
員間で学習情報システムを利用し 
た情報共有を含め，より報交換を 
密にし，職員全体で児童を賞賛で 
きる場を設定します。昨年度から 
始めたかみとオリンピックを通し 
て，学級内で協力する機運を醸成 
し，互いの学級を認め合う機会と 
して，さらに工夫改善し，学校生 
活の活性化につなげていきます。 

 

 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【達成状況】 
児童の肯定的回答  ９３．７％ 
保護者の肯定的回答 ９８．４％  
・ロング昼休みや朝会時を活用し，児童会

や各委員会が企画・運営する集会・異学年

交流活動を行ってきた。児童の創意工夫を

生かし，児童主体の活動を推進してきた。 
・かみとオリンピック等を通して，学級経

営の充実に努めるとともに，「ともだち

100 人大作戦」として，縦割り班活動の活

性化を図り，児童が楽しいと感じる雰囲気

づくりに努めた。 
 
・教育相談や日々の児童の見取りを細かく

行い，職員会議等で児童に関する情報交換

を行った。児童理解に努め，全職員による

指導を行った。 
・学習情報システム等を利用し，教師間で

情報を共有するとともに，良いところを認

め伸ばす指導に努めた。 
【次年度の方針】 
・児童の意欲的な取り組みを認め賞賛しな

がら，児童会，各委員会を中心に児童主体

の魅力ある活動を推進していく。 
・かみとオリンピックや縦割り班活動を，

さらに工夫改善し，児童一人一人が楽しい

と思える学校づくりにつなげていく。 
・学習情報システム等を利用しての情報共

有をさらに充実させ，児童のよさを見取

り，認め，伸ばす積極的な児童指導を心が

ける。 
 

―２― 



A２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たって

いる。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「先生方

は，大切なことを熱心に指導し

てくれる」 

⇒児童の肯定的回答 ９７％以上 

 

市共通アンケートの「教職員は

協力し，教えるべきことを熱心

に指導している」 

⇒保護者の肯定的回答 ９５％以上 

 

・「学ぼう 遊ぼう 友達と」を合言 
葉として，児童が社会の中で自分の 
能力を発揮して，自己実現を目指す 
ことができる教育を進めます。 
(１)授業の初めにねらいを明確に提 
示し，学び合い活動を効果的に取 
り入れて分かる授業を行うことに 
より，個に応じた指導の充実を図 
ります。 

 
(２)教職員は，明るいあいさつを率先 
垂範し，人権感覚を磨き，丁寧な 
言葉遣いや誠実な対応を心掛けま 
す。 

 

 

 
 
 

B 
 
 
 
 
 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答  ９８．３％ 
保護者の肯定的回答 ９６．０％  
・授業の初めに本時のねらいを提示し，ね

らいを達成するために効果的な学び合い

を継続してきた結果，自分の学びや成長を

振り返って，「わかった」「できた」という

実感をもつ児童が増えてきた。 
・保護者への対応を組織的に整え，迅速か

つ丁寧に対応してきた。 
・「あいさつの響く学校」を実践するべく，

教員によるあいさつ運動を実施する等，明

るいあいさつの率先垂範を心掛けた。 
【次年度の方針】 
・来年度も，より効果的な学び合いの姿を

模索し，積極的に取り入れていくと同時

に，個に応じた指導の充実を図っていく。 
・今後も児童・保護者・地域の方々への明

るいあいさつの率先垂範及び丁寧な対応

を心掛けていく。 
A３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序が

あり安全な学校生活をして

いる。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「児童は，

授業と生活のきまりやマナー

を守って生活している」 

⇒全体の肯定的回答 ９４％以上 

 

※全体の肯定的回答とは，児

童・教職員・保護者・地域住民

の肯定的回答の平均を指す。 

 

・あいさつと言葉づかいを重点とし 
た，望ましい生活習慣と正しい判断

力の育成に努めます。 
(１)「かみとよい子のやくそく」と「職 
員が共通理解しておきたい指導の 
めやす」を確認したり，児童の実 
態に応じて指導すべきポイントを 
絞り込み毎月の生活目標を設定し 
学期ごとに振り返りをさせたりし 
て，集団生活の中できまりを守っ 
ていこうとする態度の育成を図り 
ます。 
 

(２)地域や地域学校園内の中学校等 
と連携して，児童が中心となって 
あいさつ運動を展開するととも 
に，登下校時や上戸タイム，朝の 
会や帰りの会など，さまざまな場 
で児童の規範意識を高める指導を 
していきます。 

 
 
 

 
 

B 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答    ９４．０％ 

児童の肯定的回答   ９２．０％ 
教職員の肯定的回答  １００％ 
保護者の肯定的回答  ９７．３％ 
地域住民の肯定的回答 ７５．０％ 

・生活のきまりについて，休み時間のルー

ルなどをボードに掲示することで，全児童

に意識づけできるようにした。 
・宮っ子チャレンジの際のあいさつ運動な

どで地域学校園内の中学校と連携し，マナ

ーアップ委員会の「あいさつ金メダル」を

重点としてあいさつ運動を推進していく

ことができた。 
 
【次年度の方針】 
・きまりやマナーへの規範意識を高めるた

めに，「かみとよい子のやくそく」と「職

員が共通理解しておきたい指導のめやす」

を中心に，全職員が共通して児童に指導

し，学期ごとに行動を振り返らせ規範意識

を高めていく。 
・保護者の肯定的回答は９割以上を保って

いるが，地域住民は肯定的回答が下がった

ので，登下校の時のあいさつを中心の指導

を行っていく。また，地域学校園内の中学

校との連携によるあいさつ運動を継続し

ていく。 

―３― 



A４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導を

行い，学力向上を図ってい

る。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「先生方の

授業は分かりやすく，一人一人

に丁寧に教えてくれる」 

⇒児童の肯定的回答 ９６％以上 

 

市共通アンケートの「教職員

は，児童生徒一人一人が理解で

きるように教材を工夫するな

ど，きめ細かな指導をしてい

る」 

⇒保護者の肯定的回答 ９０％以上 

・学び合いの中で自分の考えをもっ 
て進んで表現できる児童の育成を目

指して授業改善に取り組むととも

に，一人一人に応じたきめ細かな指

導に努めます。 
(１)漢字，計算，音読などを発達の段 
 階に応じて取り入れ，基礎・基本 
 の定着を図った上で，分かる授業 
 のための教材研究・授業研究に努 

め，自分の思いや考えを豊かに表 
現させながら，学び合いを重視し 
た授業を展開します。さらに，思 
考力・活用力を育成する朝の学習 
を情実させます。また，取り組み 
様子を学校便りや，学年便り等で， 
地域・保護者に発信します。 

 
(２)国語・算数における習熟度別学

習・ティームティーチングの実施

や，かがやきルームにおける個別

指導の充実などにより，児童一人

一人に応じた効果的できめ細か

な指導に努めます。 
 

 
 
 
 
 

B 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答   ９６．３％ 
教職員の肯定的回答 １００．０％ 
保護者の肯定的回答  ９２．７％  
・家庭学習の充実や，朝のパワーアップタ

イム等を通して，児童の基礎・基本の定着

を図った。 
・ホワイトボードや ICT 機器を使って自

分の考えを表現させたり，ペア学習により

自分の考えに自信をもたせたりする指導

について研究を進め，授業に取り入れた結

果，積極的に自分の考えを述べることがで

きる児童が増えてきた。 
・かがやきルーム指導員との調整を綿密に

行い，個別指導の充実を図ってきた。 
・各種調査の結果，基礎的事項は定着して

いるものの，非連続テキスト等も併せて情

報を読み取ったり，要点を押さえて文章に

まとめたり，学習した知識を活用して課題

を解決したりすることに課題があること

が明らかになった。学力向上プランにのっ

とって，各学年の実態に応じた指導を充実

していく必要があると考えられる。 
【次年度の方針】 
・基礎基本の定着を引き続き図っていく。 
・T・T の様子を授業参観等で公開したり，

「できた」，「わかった」といった児童のふ

りかえりの言葉や活動中の写真を学年便

りに載せたりすることで，より一層の周知

活動を行っていく。 
・朝の学習の時間に実施している，思考

力・活用力を育成するためのパワーアップ

タイムをより一層充実していく。 
A５  

教職員はいじめが許されな

い行為であることを指導して

いる。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「先生方

は，いじめが許されないことを

熱心に指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答 ９５％以上 

 

市共通アンケートの「学校は，

いじめ対策を積極的に公表し，

熱心に取り組んでいる」 

⇒保護者の肯定的回答 ８５％以上 

 

・「上戸祭小いじめ防止基本方針」に 
ついて， 全教職員で共通理解を図 
り，いじめの根絶に努めます。 
(１)「いじめはどの児童にも起こりう 
る」との認識の下，未然防止の充 
実を図り，いじめの起こらない環 
境づくりに努めるとともに，いじ 
め防止の取組(いじめアンケート年 
4 回，教育相談年 2 回等)について 
各種たよりやホームページ等で， 
保護者に発信します。  

 
(２)いじめを早期に発見できるよう， 
児童が相談しやすい環境を整備し 
ます。また，いじめが起きたとき 
には，事実確認を正確かつ迅速， 
組織的に行い，被害児童を守り通 
し，加害児童に対しては「いじめ 
は決して許されないこと」を毅然 
とした態度で指導します。 

 
 
 
 A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答  ９８．７％ 
保護者の肯定的回答 ８９．５％ 
・いじめアンケートを年 4 回実施したり，

教育相談を年２回実施したりして，いじめ

の未然防止と早期対応を行った。 
・児童の肯定的回答は９８．７％と非常に

高く，昨年度に比べ保護者の肯定的回答が

大幅に上がった。学校としてのいじめ防止

の取り組みをＨＰや学校だよりなどで発

信した。 
【次年度の方針】 
・いじめアンケートの年 4 回実施，教育相

談の年２回実施，携帯所持調査の継続，職

員会議後の情報交換の実施などにより，い

じめの未然防止と早期対応を行い，いじめ

ゼロ集会を保護者に参観してもらうなど

保護者や地域に発信していく。 
・いじめゼロ集会の実施やいじめゼロ標語

の作成・ポスターなどの掲示，いじめゼロ

リボンの着用，いじめゼロのロゴを配付物

に記入することなどにより，いじめゼロ運

動を発展・推進していく。 

―４― 



A６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実施

されている。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「私の学校

生活や様々な活動は充実して

いる」 

⇒児童の肯定的回答 ９２％以上 

 

市共通アンケートの「学校の日

課，授業，行事などは，適切に

実施されている」 

⇒教職員の肯定的回答 ９７％以上 

 

・特色ある学校づくりや児童の実態 
に応じた教育課程を計画的に実施す

るとともに，ＰＤＣＡサイクルを活

用しながらよりよい教育課程となる

よう努めます。 
(１)授業を計画に沿って適切に実施 
し，「ザ チャレンジ」「修学旅行」 
「冒険活動教室」などの学校行事 
を子どもの主体性を大切にして実 
施します。 

(２）学校行事や教育活動について 
の反省や，「社会に開かれた教育課 
程」の観点から本校教育課程につ 
いて調査研究を進めるとともに可 
能な範囲で地域保護者の意見を取 
り入れ，今後の方針を検討するな 
どして，教育活動の工夫・改善を 
図ります。 
 

 
 
 

B 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 
 

 

【達成状況】 
児童の肯定的回答   ９２．２％ 
教職員の肯定的回答 １００  ％  
・計画に沿い授業を適切に実施してきた。

学校行事も，児童の主体性を大切にして実

施している。 
・学校行事を行うにあたっては，昨年度の

反省を生かし，見直し・改善を行い，充実

を図った。 
・平成 30 年度より順次実施される新学習

指導要領に対応するために，教育課程改善

プロジェクトチームを組み，今後の方針に

ついて検討を重ねてきた。行事の精選を行

うとともに，日課の見直しや年計の自校化

などを行った。 
 
【次年度の方針】 
・今年度の反省をもとに，さらなる行事の

精選や充実を図る。 
・「社会に開かれた教育課程」の観点から

本校教育課程について調査研究及び実践

を進めていく。 
・「地域とともにある学校」を実現できる

ようカリキュラム・マネジメント行う。 
具体的には， 
①地域・保護者の方々の教育力を生かした

授業を展開する。 
②全市一斉土曜授業の日を「地域とともに

学ぶ日」として位置づけ，地域・保護者の

方々と交流したり学習成果を発表したり

する学習活動を展開する。 
③お世話になった地域・保護者の皆様への

感謝の気持ちを表す日として「上戸ありが

とうの日」を実施する。 
A７ 学校の公開や情報の積極

的な発信・提供が行われ，開

かれた学校づくりが進めら

れている。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「学校は，

学校便りや学校公開などで積

極的に情報を発信・提供してい

る」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回答 ９７％以上 

 

・保護者，地域住民等の学校に対す

る理解をより一層深めるため，積極

的な情報公開に努めます。 
(１)学校自由参観や児童会の活動，各 
学年で行う出前授業，文化的行事 
など，様々な機会を捉えて保護者 
の参加を促し，学校を保護者や地 
域に公開します。音楽集会は「発 
表集会」とし，音楽だけではなく， 
学習したことを学年の実態に合わ 
せて発表する場とします。 

(２)学校だよりの地区回覧，学年だよ 
りなど各種たよりの配付，ホーペ 
ージの適宜更新を行い，学校の取 
組や児童の姿を，分かりやすく紹 
介します。 

 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 

【達成状況】 
保護者の肯定的回答  ９９．３％ 
地域住民の肯定的回答 ９６．７％ 
・授業参観や自由参観，発表集会や学校行

事など，保護者や地域住民への公開の場を

適切に設定してきた。 
・パブリシティの活用，学校だより，学年

だよりの発行など定期的な情報発信がな

されていた。 
・ホームページの更新も適宜行ってきた。 
【次年度の方針】 
・発表集会は，学習したことを学年の実態

に合わせて発表する場とし，いろいろな姿

を見ていただく場としたい。 
・今後も学校公開の場を適切に設定し，各

種便り等により情報発信をしていく。 
・ホームページの更新も定期的に行ってい

く。 

―５― 



A８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った地

域の学校づくりが推進され

ている。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「学校は，

家庭・地域・企業等と連携・協

力して，教育活動や学校運営の

充実を図っている」 

⇒教職員・保護者・地域住民の肯定的回答 ９５％以上 

 

・保護者や地域の各種団体，企業等 
の協力を得て，児童が人と関わりな

がら体験的に学ぶ機会を充実させる

などして，教育活動を充実させます。 
(１) ボランティアの方々との活動内 

容のあり方を再吟味した上で，

地域コーディネーターと連携

し，ボランティアごとに担当の

教員を配置し丁寧な打ち合せを

行い，地域の人材の積極的な活

動を実現します。 
 
(２)児童の安全を守るために，ＰＴＡ 
や地域ボランティアと協力して， 
朝の登校指導や集団下校指導，「子 
ども 110 番の家」や通学路におけ 
る危険箇所の確認，引き渡し訓練 
を実施します。 

 

 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答    ９３．８％ 

教職員の肯定的回答 １００．０％ 
保護者の肯定的回答  ９６．９％ 
地域住民の肯定的回答 ８６．２％ 

・地域コーディネーターと連携し，地域ボ

ランティアの方の温かい協力のもと，充実

した教育活動・教育環境が実現している。 
・肯定的回答割合は目標値に達しなかっ

た。学校が協力をお願いしたいことを明確

にできなかったことが反省点として挙げ

られる。 
・ＰＴＡや地域ボランティアの協力によ

り，児童は安全に登下校することができ

た。 

・本年度，見守り隊の方々にご参加いただ

き，安全・安心連絡会議を開いた。本校に

おける安全・安心に関する取り組み状況を

説明した。 

【次年度の方針】 
・学校が協力をお願いしたいことを明確に

した上で，打合せを行えるよう体制を整え

る。 
・学校は，各ボランティアと学校をつなぐ

教員を決めて，窓口となる教員を中心に地

域の人材に積極的に協力していただく教

育活動を推進する。 
・全市一斉土曜授業日を「地域とともに学

ぶ日」として実施できるようにする。地域

コーディネーターとの連携をさらに充実

させ，授業において地域の方々の協力を得

られるようにしていく。 
・引き続き地域や見守り隊の方々の協力を

いただき，安全・安心連絡会議等において，

危険箇所や児童の様子などの綿密な情報

交換を行い，連携を図る。 

 

―６― 



A９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「学校は，

清掃が行き届き，荷物や備品な

どが整理整頓され，学習しやす

い環境である」 

⇒全体の肯定的回答 ９２％以上 

 

※全体の肯定的回答とは，児

童・教職員・保護者・地域住民

の肯定的回答の平均を指す。 

 

・教職員が率先して日々の清掃を行 
い，清掃用具の使い方や清掃の仕方

についての指導に加えて，全校クリ

ーン活動や清掃強化週間の実施，美

化委員会による清掃目標や美化集会

により，自分たちの学校を自分たち

できれいにしようとする意識を高め

ます。 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答     ９４．３％ 

教職員の肯定的回答   ９３．５％ 
保護者の肯定的回答   ９８．４％ 
地域住民の肯定的回答  ８６．２％ 
児童の肯定的回答    ９１．３％ 

・日々の清掃指導や美化委員会による集会

活動や６年生による朝の中央階段清掃に

より，自分たちできれいにしようという意

識が高まっている。 
【次年度の方針】 
・教職員が率先して日々の清掃を行うこと

で，児童への手本となったり，美化委員会

による清掃目標・清掃用具チェックなどで

児童の校内美化への意識を高めたりする。 
A10 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取り組みを行っ

ている。 

【数値指標】 

市共通アンケート『学校は，「小

中一貫教育・地域学校園」の取

り組みを行っている。』 

⇒全体の肯定的回答 90％以上 

 

・地域学校園内の小学校及び中学

校と連携を図り，学校園の教育ビジ

ョンを立て，学習・生活面等で系統

性や統一性を持った教育を展開しま

す。 
（１）地域学校園の実態から「身

に付けたい力」を教科別に話し合い，

９年間を３期に分けそれぞれの発達

段階に応じた目標を立て系統的な授

業展開により，望ましい児童の育成

を図ります。 
（２）「あいさつ運動」「乗り入れ

授業」「中学校訪問」などを通して望

ましい生活習慣を育成したり，互い

の理解を深めたりします。 
 

 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答   ９２．４％ 
・地域学校園の実態から，教科ごとに９年

間を見通し，発達段階に応じて設定した目

標については，４校が集まって研修し見直

しを図った。 
・「あいさつ運動」「乗り入れ授業」「中学

校訪問」など，児童生徒・教職員ともに，

交流を通して，互いの理解を深めることが

できた。 
【次年度の方針】 
・地域学校園ビジョンの見直しにより，小

学校と中学校・学校と地域・学校と家庭と

いったつながりの中で，子どもたちの学び

続ける力を育成していくこととなる。具現

化するための方策について，地域学校園内

で検討し取り組んでいけるようにする。 

―７― 



B５ 学校は地域との連携を図

りながら，様々な体験活動や

児童の居場所づくりを進め

ている。 

【数値指標】 

学校独自アンケートの「学校は

地域協議会等との連携を図り

ながら，様々な体験活動や児童

の居場所づくりを進めている」 

⇒教職員・保護者・地域住民の肯定的回答 ９５％以上 

 

・地域協議会や地域コーディネータ 
ーと連携を図り，地域の人材やボラ

ンティアの協力を得て，豊かな体験

活動や居場所づくりを展開します。 
(１)地域・家庭・学校が連携して， 

「上戸ありがとうの日」を実施し 

ご協力いただいた方々への感謝の 
気持ちを表す場を設け，地域を愛 
する気持ちを育てます。 

また，総合的な時間を中心に地域

と連携した教育活動を積極的に取

り入れます。 
(２)宮っ子ステーション「かみタマ」 
「上戸クラブ」との連携を図り，

児童の放課後の多様な体験活

動，居場所づくりに努めます。 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
B 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答   ９６．９％ 
教職員の肯定的回答  １００ ％ 
保護者の肯定的回答  ９７．５％ 
地域住民の肯定的回答 ９１．３％ 

・地域コーディネーターやふれあい地域協

議会の全面的な協力をいただき，よりよい

学習環境・豊かな体験活動の充実が図られ

た。 
・多くの児童が「かみタマ」に参加し，放

課後の幅広い体験・学習活動が充実してい

る。 
・「上戸クラブ」は，学年の枠を超えた学

習や遊びの場として，放課後の児童の居場

所となっている。 
【次年度の方針】 
・「地域とともに学ぶ日」「上戸ありがとう

の日」等，地域と連携して行う教育活動の

より充実した実施の方法について検討し

工夫をしていく。 
・総合的な時間を中心に地域と連携した教

育活動を積極的に取り入れていく。 
・「上戸クラブ」指導員の方々との連携を

大切にし，情報共有をすることで，児童理

解や児童のよりよい居場所づくりに努め

る。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

○A11 児童は，進んであ

いさつをしている。 

【数値指標】 

市共通アンケート「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒全体の肯定的回答 90％以上 

 

※全体の肯定的回答とは，

児童・教職員・保護者・地

域住民の肯定的回答の平

均を指す。 

 

○１ マナーアップ委員会を中心に

あいさつ運動やあいさつ金メダル運

動や教師の朝の挨拶週間を実施した

り，地域の方やＰＴＡ，地域学校園

と連携した取組を実施したりして，

学校内・外でのあいさつの習慣化を

図ります。特に地域の方への元気な

あいさつの励行に取り組んでいきま

す。 

 

２ 地域協議会を通して，地域の方

たちにも学校の取組をご理解いただ

き，教職員も含めて気持ちのよいあ

いさつができる関係づくりに努めま

す。 

 

 
 
 
B 
 
 
 
 
 
 
 
B 

【達成状況】 
全体の肯定的回答      ９１．１％ 

教職員の肯定的回答    ９３．５％ 

保護者の肯定的回答    ８８．２％ 
地域住民の肯定的回答   ８０．０％ 
児童の肯定的回答     ９４．８％ 

・マナーアップ委員会による朝会や朝の会

でのあいさつ運動やあいさつ金メダル運

動や指導をおこなった成果が教職員・児童

の肯定的回答に表れた。今後も地域の方へ

のあいさつが習慣化できるよう指導を継

続していく。 
・教職員自ら明るいあいさつの率先垂範に

努め，教師の朝の挨拶週間を実施し，児童

が自然なあいさつができるよう啓発する

ことができた。 
 
【次年度の方針】 
・マナーアップ委員会のあいさつ運動を継

続し，友達だけでなく地域の方への明るい

自然なあいさつの励行に取り組んでいく。 
・地域学校園内の小・中学校・地域協議会

と連携し，あいさつ運動を，さらに活発に

展開していく。 
 

―８― 



○A12 児童は，正しい言

葉づかいをしている。 

【数値指標】 

市共通アンケート「児童

は，時と場に応じた言葉づ

かいをしている」 

「児童は，大人に対して適

切な言葉づかいをしてい

る」 

⇒全体の肯定的回答 85％以上 

 

※全体の肯定的回答とは，

児童・教職員・保護者・地

域住民の肯定的回答の平

均を指す。 

 

○１ 時・場・相手に応じた適切な

言葉遣いについて，道徳や学級活動

等の時間を中心に粘り強く指導に努

めるとともに，家庭や地域での指導

の協力について働きかけていきま

す。 

 

２ 日常的に，相手を思いやる「ふ

わふわ言葉」を使ったり，相手を気

遣いながら名前を呼んだり会話をし

たりできるように指導を行います。 
 

 B 
 
 
 
 
 
 
 B 
  

【達成状況】 
全体の肯定的回答     ８６．０％ 

教職員の肯定的回答   ９６．８％ 
保護者の肯定的回答   ８４．８％ 
地域住民の肯定的回答  ７２．４％ 
児童の肯定的回答    ８７．７％ 

・時と場と相手に応じた言葉遣いの意識は

高くなっており，保護者や地域住民の肯定

的回答は高い水準を保っている。今後も道

徳や学級活動等の時間を使い，適切な言葉

遣いの大切さについて指導し，家庭や地域

にも啓発・協力を呼びかけていく。 
・「かみと」のキーワード（考えよう相手

の気持ち，みんな仲良く，友達を大切に）

のポスターを作成し，各学級で掲示し，意

識の向上を図った。 
【次年度の方針】 
・道徳や学級活動の時間，マナーアップ委

員会の集会活動で，相手を思いやる「ふわ

ふわ言葉」や丁寧な言葉遣いの指導・啓発

を行うことで，相手の気持ちを考えながら

会話をしたり，思いやりのある心の育成を

図ったりしていく。 
B６ 児童は，友達と仲良

く生活し，楽しい学校生

活を送っている。 

【数値指標】 

学習と生活のアンケート

「友達といっしょに過ご

すのは楽しいです。」 

⇒児童の肯定的回答率 ９０％以上 

Ｂ６ 

学校独自のアンケート 

「交流活動や交流給食で，

同じ学年や他の学年の友

達が増えた。」 

⇒児童の肯定的回答率 

  ８０％以上 

１ 清掃活動や交流給食・交流活動

等の縦割り班の活動を充実させ，異

学年の交流を図ります。なかよし班

活動及び，清掃班編成の回数を学期

ごとの２回とし，同じメンバーで活

動できるようにします。 

 

２ 児童についての情報交換や教育

相談，いじめアンケート（年間４回

実施），Ｑ－Ｕ検査の結果の分析活用

携帯電話の所持調査などにより，児

童一人一人に目を向けた指導に努め

ます。 

 

３ 一人一人の児童が居がいをもっ

て学校生活を送ることができるよ

う，教員が積極的に児童のよさを見

つけ，ほめたり言葉かけを行ったり

することに努めるとともに，悩みを

もつ児童が教師に気軽に話ができる

体制づくりを行います。 
 

 B 
 
 
 
 
 
 
 B 
 
 
 
 
 
 
 B 

【達成状況】 
学校独自アンケート  

肯定的回答    ８８．８％ 
・同学年や異学年との交流給食や上戸オリ

ンピックや各委員会のイベントなどで交

流を図ることを通して，児童の自主性を育

てることができた。 
・なかよし班及び清掃班を同じメンバーに

して活動したことで，児童同士のより良い

関係づくりの契機となった。 
・職員会議後に児童に関する情報交換を行

ったり，いじめアンケートや携帯電話の所

持調査，Ｑ－Ｕ検査の結果などから児童の

生活や悩み・学級集団の特徴や傾向を把握

したりすることをとおして，児童理解が深

められた。 
【次年度の方針】 
・ランチルームを活用した交流給食などの

縦割り班活動について，その目的を明確に

し周知した上で，同学年や異学年の交流を

今後も継続していきたい。 
・児童についての情報交換や教育相談，い

じめアンケート（年間４回実施），携帯電

話の所持調査，Ｑ－Ｕ検査の結果の分析活

用などにより，児童一人一人に目を向けた

指導を継続して行っていく。 
・児童一人一人が居がい感をもって学校生

活を送ることができるよう，教員が積極的

に児童のよさを見つけ，ほめたり言葉掛け

を行ったりすることに努めるとともに，悩

みを持つ児童が教師に気軽に話ができる

体制づくりに心掛けていく。 

―９― 



健

康

・

体

力 

A13 児童は，進んで運動

する習慣を身に付けて

いる。 

【数値指標】 

市共通アンケート「児童

は，休み時間や放課後など

に進んで運動している」 

⇒児童の肯定的回答 ９０％以

上 

１ 「元気っ子健康体力チェック」

の結果を踏まえ,体育の授業におい

て,柔軟性，ソフトボール投げの能力

を高めるための補強運動や，校庭や

体育館の固定遊具施設を有効に活用

するための補強運動を行います。 

 

２ 水泳検定カード・持久走がんば

りカード，縄跳びカードを活用し，

児童がめあてをもって運動に取り組

めるようにします。 

 

３ 竹馬，一輪車，縄跳びジャンピ

ングボード等を有効に活用し，児童

が楽しんで運動に取り組めるように

します。 

 

４ 「元気っ子健康体力チェック」

の結果とスポーツ委員会主催のイベ

ントとを関連させながら，友達と豊

かに関わりながら進んで運動に取り

組めるような機会を，休み時間に設

定し，屋外遊びを奨励します。 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

Ａ 

 

【達成状況】 
児童の肯定的回答  ８７．４％ 
・児童は上戸タイムや昼休みに校庭で元気

に遊び，運動する習慣が身に付いてきた。 

・元気っ子健康体力テストにおいて，苦手

としている投力を向上させるため本校で

作成したバトンスロー器具を体育時等で

活用した。また，スポーツ委員会主体のド

ッジボールフェスティバルを開催したり，

各教室に小さいボールを６～７個配置し，

ボール投げ遊びを奨励したりした。 

・各種検定カードにより，児童がめあてを

持って意欲的に運動に取り組んだ。 

【次年度の方針】 

・本年度の取り組みを継続するとともに，

投力や柔軟性の向上をめざして子どもた

ちが進んで運動に取り組めるように，スポ

ーツ委員会主体のイベントをさらに充実

させる。また，楽しみながら運動できる環

境を整え，総合的な体力の向上を図る。 

 
 

A14 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事をし

ている。 

【数値指標】 

市共通アンケート「児童

は，好き嫌いなく給食を食

べている」 

⇒児童の肯定的回答 80％以上 

 

市共通アンケート「自分の

子どもは，好き嫌いなく食

事をしている 

⇒保護者の肯定的回答 80％以上 

○１ 食育だよりを毎月発行した

り，旬の食材を活用した季節感のあ

る給食を実施したりして，食の大切

さについて啓発を行います。 

  

２ 食物アレルギーのある児童の保

護者との面談及び対応策の検討をし

て，個に応じた望ましい食習慣を育

成します。 

３ 教科における「食に関する指導」

や給食時の栄養指導等を実施すると

ともに，各種たよりで取組の様子を

伝えていきます。 

Ｂ 
 
  
 
 
B 

 

 

 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答  ８２．９％ 
保護者の肯定的回答 ７０．５％ 
・教職員の肯定的回答は 83.3％であり，保

護者と認識に違いがある。 
・本年度給食の残量が増加した。 
・担任や栄養士は，嫌いなものでも一口は

食べるよう，継続的に指導している。 

【次年度の方針】 
・児童の食習慣と密接に関わる生活習慣に

ついて，家庭でも協力をいただけるよう情

報を発信する。 

・担任・栄養士は，継続的に給食指導を行

っていく。 
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B１ 安全と健康管理に気

をつけ，元気に生活して

いる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート「児童

は，安全と健康に気をつけ

て生活している」 

⇒児童・教職員・保護者の肯定的回答 95％以上 

１ 健康診断後に治療依頼の連絡を

したり，保健だよりを発行したりし

て，健康な生活習慣育成のための情

報を提供します。また，給食後の歯

磨きを全学年実施します。 

 

２ 肥満傾向児童に対して，養護教

諭と学校栄養職員が栄養健康相談を

継続して実施し，家庭と連携して健

康な生活習慣の育成を図っていきま

す。 
 
３ 自分の命を自分で守ろうとする

意識を高めるため，学年に応じた安

全指導を行い，避難訓練や，不審者

対策，交通安全指導を定期的に行い

自分の命は自分で守ろうとする意識

が高められるよう，指導を工夫しま

す。 
 

B 

 
 
 
Ｂ 
 
 
 
B 

 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答    ９４．６％ 

教職員の肯定的回答  ９３．３％ 
保護者の肯定的回答  ９４．８％ 
児童の肯定的回答   ９５．０％ 

・肯定的回答はどれも高水準に達してい

る。健康診断の結果，耳鼻科，視力，歯科

検診の結果による受診率は約 80％と高

い。 
・健康アップウィークを年３回設けて児童

の自己健康管理習慣づけを行った。 
・自分の命は自分で守る児童を育てるため

に，道徳の時間はもちろん道徳教育におい

て「生命の尊重」などを教え，さらに避難

訓練の実施方法の工夫をはじめとし，校内

に避難経路や避難方法の掲示をして，啓発

を図った。 
【次年度の方針】 
・健康栄養相談において，対象児童は，生

活習慣改善の知識が身についたので，実践

できるように支援していきたい。 
・今後も自然災害の避難訓練において，自

分の命は自分で守ろうとする意識が高め

られるよう，道徳教育等での指導を工夫す

る。 

学 

 

習 

A15 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「児童

は，授業中に進んで話し合

うなど，積極的に学習して

いる」 

⇒児童・教職員・保護者の肯定的回答 ９２％以

上 

１ 自分の考えや思いをまとめて書

いたり，発表したりして豊かに表現

できる児童を育成します。 

 

２ 発達の段階に応じて，「発表の仕

方」や「話の聞き方」のポイントを

示し，互いの意見を伝え合い，児童

同士で考えを深めていけるような場

の設定を行い，話合いの活性化を図

り，学び合う活動で意欲を高める課

題提示の工夫を考え，効果的に取り

入れて授業を行います。 

 

B 
 
 
 

B 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答      ９２．４％ 
教職員の肯定的回答   １００．０％ 
保護者の肯定的回答    ９２．６％ 
児童の肯定的回答     ９１．６％ 

・ペアや小集団など，多様な学習形態での

話し合い活動を通して，自分の考えを伝え

たり，友達の意見を聞いて比較あるいは再

考したりする力が育ってきている。 
・互いの良さを認め合い，安心して学習に

取り組める学級集団が育成され，自信をも

って意見を述べたり，話し合ったりできる

環境が整ってきた。 
・生活に根差した課題を提示することで，

学習を自分事としてとらえ，主体的に学ぼ

うとする児童が増えた。 
【次年度の方針】 
・授業の中で，児童同士が学び合いによっ

て学習を深めていけるような活動を意図

的に取り入れ，話し合いの活性化を図って

いく。 
・生活と学習を結ぶ課題の工夫をより一層

充実していく。 
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A16 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでいる。 

【数値指標】 

市共通アンケートの「児童

は，授業中に先生や友達の

話をよく聞くなど，落ち着

いて学習している」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

 

市共通アンケートの「児童

は，授業中に先生や友達の

話をよく聞くなど，落ち着

いて学習している」 

⇒教職員の肯定的回答 98％以上 

 

１ 話をきちんと聞く態度を身に付

けさせるため，授業や行事などの集

会活動において，日常的に聞き方の

指導を行います。 

 

２ 児童が安心して自分の考えをも

ち発表し，友だちの考えや気持ちを

尊重できるよう，活動の目的に応じ

て学習形態を工夫しながら，授業の

中で話合い活動を積極的に設定しま

す。落ち着いて学習に取り組んでい

る児童やめあてに向かって努力し続

ける児童や話を聞いたり，自分の考

えを分かりやすく発表したりする態

度が，十分できている児童をほめ，

学びに向かう集団として望ましい状

態を作ります。 

B 
 
 
 
 

B 
 

【達成状況】 
児童の肯定的回答   ９１．９％ 
教職員の肯定的回答 １００．０％ 
・ほとんどの児童が，「話の聞き方」や「発

表の仕方」等の学習上の決まりをしっかり

守り，落ち着いて学習に取り組んでいる。 
・朝会や集会で集まった時，正しい姿勢で

集中して話を聞くことができる。 
【次年度の方針】 
・学業指導を継続して行う。 
・落ち着いて学習に取り組んでいる児童や

めあてに向かって努力し続ける児童をほ

め，学びに向かう集団として望ましい状態

を提示する。 
・十分できている時はほめたたえる。 

B２ 学校は，家庭と協力

して，家庭学習の習慣化

を図っている。 

【数値指標】 

学校独自アンケートの「児

童は，毎日，家庭学習をし

ている」 

⇒児童・教職員・保護者の肯定的回答 90％以上 

 

１ 「家庭学習の手引き」に基づき，

家庭学習の捉え方について保護者及

び児童に周知徹底を図り，各自が計

画を立てて家庭学習に取り組めるよ

うに支援するとともに，保護者の理

解・協力を得て，家庭学習の習慣化

を図ります。さらに取り組みの様子

を学校便りや，学年便り等で，地域・

保護者に発信します。また，家庭学

習の重要性や内容，方法について，

保護者会・個人懇談等を利用して保

護者に啓発していきます。連絡帳の

表記を○し あるいは○宿 から○家 に変更

し，宿題も家庭学習であることの周

知を図り，毎日取り組んでいる事実

を積み重ね児童の自信につなげま

す。 
 

２ 児童の提出した家庭学習の課題

やノートによく目を通し，一人一人

の学習状況や内容に応じて個別指導

を行い，認め励ますことで意欲づけ

を図ります。 

 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B 

【達成状況】 
全体の肯定的回答      ８８．８％ 

児童の肯定的回答     ９０．９％ 
教職員の肯定的回答   １００．０％ 
保護者の肯定的回答    ８６．３％ 

・日々の授業の振り返りに基づいて児童自

身が学習内容を決め，実行して毎日内容等

を記録する「かみとの家庭学習」を全学年

で実施した。多くの児童が進んで取り組

み，習慣化されてきている。 

・児童のノートや提出物，家庭学習の記録

を毎日確認し，内容に応じて個別指導を行

うことができた。 

・連絡帳の表記を○しあるいは○宿から○家に変

更し，宿題も家庭学習であることの周知を

図ったことで，意識が変化し，児童や保護

者が「毎日取り組んでいる」という実感を

持つことができるようになった。。 

【次年度の方針】 

・宇都宮市の家庭学習のスタンダードであ

る学年×10 分を目安に，毎日継続して取

り組めるよう，宿題と自主学習のバランス

や内容等を個別に指導し，家庭学習の習慣

化を図っていく。 

・家庭学習の重要性や内容，方法について，

保護者会・個人懇談等を利用して保護者に

啓発し，理解を求めていく。 
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本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

B４ 学校は，学校栄養職員と

調理員が連携して，安全でお

いしい給食を供給し，食育の

充実に取り組んでいる。 

【数値指標】 

学校独自アンケートの「学校の

給食は，安全でおいしい」 

⇒児童・教職員の肯定的回答 9５％以上 

１ 旬の食材を活用し，子どもの食

の好みを考慮しつつ季節感のある安

全・安心・おいしい給食を提供しま

す。 

 

２ 食物アレルギーの対応について

は，保護者との面談を十分に行い，

学校栄養職員，担任，養護教諭，調

理員の連絡を密にし，事故のないよ

う努めます。 

Ｂ 

 

 

 

Ｂ 
 
 
 
 

【達成状況】 
全体の肯定的回答    ９５．８％ 
教職員の肯定的回答 １００．０％ 
児童の肯定的回答   ９６．３％ 

・月に１回食材の放射線検査を実施してい

る。 
・旬の食材を活用し，行事食や司書とのコ

ラボ献立などを実施し季節感のある献立

を提供している。 

・学校医の講話により，食物アレルギーに

ついて理解が深まった。 

【次年度の方針】 
・子どもの食の好みを考慮しつつ，栄養や

食文化や安全を考えた給食を提供してい

く。 

B３ 読書活動の充実に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート「児童

は，本をよく読んでいる」 

⇒児童・教職員・保護者の肯定的回答 ８３％以上 

 

 

１ 朝の図書の貸し出し，ファミリ

レーブックの実施，読み聞かせボラ

ンティアの活用，読書週間での様々

な企画等を通して，読書活動を推進

します。 

 

２ 「ファミリレーブック」の実践

等を通して，家庭読書の充実を図り

ます。 

 

３ 家庭の理解と協力を呼びかけな

がら，効果的な取組を継続し，さら

に読書の有用性や楽しさを味わえる

よう配慮して，読書指導の充実を図

っていきます。 
 

B 
 
 
 
 
 

C 
 
 
 

A 

【達成状況】 
全体の肯定的回答      ７３．１％ 

児童の肯定的回答     ８４．８％ 
教職員の肯定的回答   １００．０％ 
保護者の肯定的回答    ５９．６％ 

・児童はちょっとした時間にも読書を楽し

み，静かに集中して読んでいる。 
・読み聞かせボランティアの活用，読書週

間での様々な企画を通して，児童の読書活

動を進めることができた。 
・自分の子どもは本を読んでいないと考え

ている保護者が非常に多く，肯定的回答率

が昨年より 5 ポイント下がっている。学校

では本を読んでいるものの，家庭では読ん

でいない状況だと考えられる。 
【次年度の方針】 
・ファミリレ―ブックの実施方法を見直

し，家族で楽しく読書をすることができる

方法を検討する。 
・家庭学習として読書を推奨する「全校一

斉読書の日」を設ける。 
・学校での読書の様子を，学年だよりや図

書館だよりを通じて伝え，保護者の理解を

得るようにする。 
〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

《学校運営面》 
・学級経営の充実，「友達 100 人大作戦」のもとに行われた異学年交流活動等を通し，活気があり，明るくいきいきとした雰囲

気の中で児童が学べるような学校づくりに努めてきた。 
・学校行事，授業参観，発表集会等により学校公開が適切に実施された。また，学校だよりをはじめ各種たよりの発行，ホーム

ページなどの活用で，教育活動や児童の様子を広く公開し情報を発信することで，学校に対する理解・協力を得ることができた。 
・PTA，ふれあい地域協議会，各種ボランティアの方々の温かい協力で，充実した教育活動を行うことができている。 
・ボランティアにご協力いただく場合には，窓口教員を通して，学校の要望を明確に伝えていく必要がある。 
・平成３２年度からの新学習指導要領の完全実施に向け，更なる行事の精選や教育課程の工夫等，地域の方々のご協力を得なが

ら取り組んでいく必要がある。 
 
《児童指導面》 
・児童を誉める機会を増やし，触れ合う時間を確保することで信頼関係を築くとともに，Ｑ－Ｕ検査の分析，いじめアンケート 
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や携帯所持調査の定期的な実施，教育相談・児童の情報交換等をとおして，いじめや問題行動の早期発見・早期対応に努めてき 
た。一人一人の児童の理解と十分な実態把握に努め，さらに積極的・組織的な児童指導の充実を図っていく。 
○地域学校園での今年度の目標である，「明るく元気なあいさつと丁寧な言葉遣い」，「いじめの未然防止」を合言葉に，本校で 
は実践に努めてきた。学校では元気なあいさつや正しい言葉遣いができるようになりつつあるので，今後，保護者や地域へ広が 
っていくことが期待される。今後も日々の指導や道徳や学級活動での授業の実践を通して，保護者や地域の方へ取り組みを啓発 
しながら，継続的に意識の向上に取り組んでいきたい。 
《体力・健康面》 
○児童の視力低下は，星が丘地域学校園共通の健康課題なので，目の健康指導について引き続き，検討し実施していきたい。 

○投力の向上のために，星が丘地域学校園と連携し，協議を重ねながら発達の段階に応じたよりよい方法を検討していく。 

・友達と豊かに関わりながら進んで運動に取り組めるような環境づくりを図るために，スポーツ委員会が中心となって，各種の

イベントを休み時間に開催し，外遊びを奨励していく。 

○地域学校園共通献立や絵本とのコラボ給食を実施し，また，ＪＡうつのみやから提供された特別栽培米やとちおとめなど地元

産食材を使った給食を実施したことにより，安全・安心・おいしい，さらに潤いのある給食となったので今後も継続していく。 
《学習面》 
〇「かみとの家庭学習」をさらに推進し，ベースとなる形式を整えて全学級で実施していく。また，家庭学習の基本は宿題であ

ることを様々な機会に伝え，保護者や児童の意識転換を図る。 
・コミュニケーション能力の育成のため，話し合い活動を意図的に取り入れる。また話し合い活動を促進するためのツールや学

習形態を工夫し，検証して，結果を共有する。 
〇思考力や判断力を高め，知識を活用して解決する課題を用意する。 
○児童の学びに向かう意欲を高めるため，課題の設定を工夫する。 
〇児童の読書活動について各種たよりで保護者に周知する。また，ファミリレーブックの実施方法を見直し，家庭と連携した読

書活動の在り方を検討していくと同時に，読書を家庭学習として推奨する「全校一斉読書の日」を実施し，読書への意欲付けを

図っていく。 
 

 
６ 学校関係者評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《学校運営面》 

・学校運営がうまくいっていることが，授業参観に来る保護者の真剣に授業をみつめる態度と数の多さ，熱心に授業を公開

している教師の姿でわかる。また，意欲的な指導をする教師集団が児童を主体とした教育をしている姿が見られる。 

・学校の雰囲気が良いので，学校に協力する保護者や地域の方々も多く，意見も言いやすいので，現在の学校の課題も見え

てきて，その課題解決のために次年度の学校方針が決まるシステムなのでよりよく子供たちを教育できる。 

・保護者に向けて学校の様子を発信すると，子供とのコミュニケーションが深まり，学校に対する理解も深まる。 

《生活指導面》 

・見守りボランティアが，元気のない子に「どうしたの」と問いかけることにより，いじめも早期発見・予防ができるので

はないか。 

《体力・健康面》 

・昼休みなど，先生方が，子供と一緒に遊んでいる。この継続が子供たちの体力の向上につながる。 

《学習面》 

・ファミリレーブックは，形骸化しているので，実効性のあるものをお願いしたい。 

・学校の要望に応じて，積極的に教育活動に協力したい。 
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７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

・今年度も，家庭と地域との連携協力による取り組みの充実に努めてきた。その結果，学校評価全体において，好意的，建

設的なご意見ご提言をいただくことができた。これらを真摯に受け止め，次年度以降の学校運営改善に活かしていくととも

に，学校教育活動に対する理解が深まるよう，折に触れ，その狙いや意図について，家庭地域に情報を発信することに努め

実践していく。 

・社会に開かれた教育課程の実現を目指して，行事の削減，縮小，合体を推進し，各学年の授業に，地域・保護者の方々の

教育力を生かした授業を展開する。その後，土曜授業で，交流発表を行い，年度末には貢献いただいた方々を表彰するとい

うサイクルを実践していく。 

・学級環境づくりとしても，様々な意見を言いやすい学級「支持的風土の学級」（意見の対立はあっても，感情の対立はなく

異質の他者の存在を知り，理解し，共生していく学級）を昨年に引き続き作っていく。また，教師や児童が「いじめの芽」

を敏感に感じ取れるよう努める。いじめ未然防止として道徳，学級活動などの授業で人権教育・道徳教育の取り扱い（授業

指導や，早期発見として，アンケートや教育相談，チャンス相談）を継続していく。いじめ早期対応を行うなど，その取り

組みを，「いじめゼロ」集会を公開することなどにより保護者や地域に発信していく。また，見守りボランティアの皆様や地

域の皆様，保護者からもいじめに関する情報をいただけるよう啓発活動を行う。 

・児童が，個人の能力に応じて進んで運動できるよう様々な機会の工夫・充実を図る。運動に親しむことのできる学校行事

（縄跳び大会，かみとオリンピックなど）を設定し，さらに昼休みなど教師が，児童と過ごす時間を生み出し一緒に遊ぶな

どし，生涯を通じて運動に親しもうとする態度を養う。 

・児童一人一人の学習の状況を形成的に評価し，適切な指導・支援を行う。授業の終末には学んだことを振り返り活動の充

実をさせる。書く，聞く，話す活動を充実させ，考える習慣をつけさせる。家庭学習の習慣化を，自主学習ノートの提出と

それに対する日々の担任のアドバイスや励ましのコメントを継続することにより図る。コメントに関しては担任が児童の学

習に対する実態を把握するためにも大変だが継続していく。また，児童の読書時間を増やす方策を考え，実行する。 
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